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平
成
26
年
9
月
4
日
（
木
）、
奈
良
県
社
会
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
6
階
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
シ
ニ

ア
の
み
な
さ
ん
の
専
門
的
な
知
識
や
豊
富
な
人
生

経
験
を
災
害
時
の
復
旧
・
復
興
の
力
と
し
て
活
用

す
る
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、
奈
良

県
と
当
協
会
主
催
に
よ
る
「
シ
ニ
ア
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
に
主
催
者
を
代
表
し
て
奈
良
県
の
長
岡
雅

美
危
機
管
理
監
、
当
協
会
の
今
野
事
務
局
長
が
挨

拶
し
、
続
い
て
東
北
福
祉
大
学
・
大
学
院
の
小
松

洋
吉
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
と
N
P
O
法
人
ひ
ょ

う
ご
地
域
防
災
サ
ポ
ー
ト
隊
の
伊
藤
道
司
会
長
に

よ
る
事
例
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
講
演
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

東
北
福
祉
大
学
・
大
学
院
教
授

小
松 

洋
吉 

氏

1
．「
結
」
の
心

互
い
が
良
く
な
る
こ
と
に
力
を
貸
し
合
う
地
域

の
仕
組
み
（
生
命
の
基
盤
、
安
心
）

2
．
歴
史
の
転
換
点
を
生
き
る

①
歴
史
の
転
換
点
（
生
き
方
、
地
域
の
あ
り
方
、

社
会
の
あ
り
方
）

②
災
害
は
社
会
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

③
競
争
（
奪
い
合
い
）
か
ら
協
力
（
分
か
ち
合
い
）

へ
④
つ
な
が
り
・
分
か
ち
合
う
＝
社
会
資
本

3
．
防
災
か
ら
減
災
へ

地
震
は
活
動
期
に
入
り
、
地
球
温
暖
化
は
徐
々

に
進
行
、
風
水
害
も
増
加
。

・
ま
ち
づ
く
り
も
「
利
便
、効
率
、成
長
」
か
ら
「
安

心
、
安
全
」
へ

・
一
人
ひ
と
り
の
備
え
（
自
助
）、
向
こ
う
三
軒
両

隣
の
助
け
合
い
（
近
助
）、
地
域
で
の
助
け
合
い

（
共
助
）

広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
広
助
）、
国
・
市
町
村
の

支
援
（
公
助
）、
海
外
支
援
（
外
助
）
が
相
互
に

機
能
し
、
災
害
に
備
え
る
と
い
う
こ
と
を
日
常
生

活
、
地
域
活
動
の
中
に
災
害
の
備
え
を
取
り
入
れ

て
い
く
と
、
減
災
に
つ
な
が
る
。

4
．
災
害
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

ニ
ー
ズ
の
把
握
と
そ
の
シ
ス
テ
ム
、
受
援
力
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
力
、
専
門
力
が
大
切
。

シ
ニ
ア
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
報
告

シ
ニ
ア
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
演
会

～
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
支
援
し
よ
う
～

奈良県

小松 洋吉
東北福祉大学教授
東京大学文部教官を経て、現在、東北福祉大
学・大学院教授、東北学院大学非常勤講師を
務める。その他、宮城県防災教育指針作成協
議会委員、宮城県共同募金副会長兼常務理事、
仙台市社会福祉協議会副会長、仙台市災害時
要援護者支援プラン検討会議委員長などの要
職を務めている。

シ
ニ
ア
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

基
調
講
演

13
：
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～
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：
30
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5
．
多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
そ
の
心
得

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
目
的
＝
被
災
者
の
方
に
取
っ

て
代
わ
っ
て
す
べ
て
を
や
り
こ
な
す
の
で
は
な
く
、

時
間
の
経
過
と
共
に
少
し
ず
つ
元
の
生
活
に
戻
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
う
こ
と

活
動
に
際
し
て
は
①
無
理
を
し
な
い
、
②
被
災

者
の
気
持
ち
に
配
慮
す
る
、
③
困
っ
た
と
き
は
相

談
す
る
、
④
活
動
の
運
営
に
つ
い
て
批
判
し
な
い
、

⑤
荷
物
は
コ
ン
パ
ク
ト
に　

等
々

6
．
X
デ
ー
に
備
え
る

　
　

減
災
の
た
め
の
実
例
紹
介

①
災
害
時
要
援
護
者
支
援
に
関
す
る
取
組

〜
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
〜

・
夫
婦
と
も
70
歳
以
上
世
帯
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
・
災
害
時
の
訪
問
活
動

・
要
援
護
者
と
支
援
者
の
名
簿
作
成

②
介
護
施
設
の
取
組

〜
日
頃
か
ら
の
備
え
と
徹
底
し
た
防
災
訓
練
〜

・
町
内
会
と
の
合
同
訓
練

・
普
段
か
ら
の
地
域
交
流

・
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
と
ス
タ
ッ
フ
の
判
断
力

他
2
例

7
．
優
し
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

地
域
の
質
の
向
上
の
た
め
に
は
シ
ル
バ
ー
力
（
知

恵
、
時
間
、
典
座
の
心
）
が
必
要
不
可
欠

こ
れ
か
ら
の
活
動
の
た
め
の
「
4
t
h　

L
O
V
E
」、「
話
し
愛
」、「
つ
な
が
り
愛
」、「
学

び
愛
」、「
創
造
し
愛
」

以
上
の
よ
う
に
「
防
災
か
ら
減
災
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
、
日
頃
か
ら
住
民
同
士
の
交
流
に
よ
っ
て

地
域
社
会
で
減
災
の
定
着
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
あ
た
り
、
そ
の
活
動

の
多
様
化
、
被
災
者
側
に
立
っ
た
サ
ポ
ー
ト
の
重

要
性
、
活
動
の
心
得
等
々
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

N
P
O
法
人
ひ
ょ
う
ご
地
域
防
災
サ
ポ
ー
ト
隊

会
長
　
伊
藤 

道
司 

氏

1
．
私
た
ち
の
防
災
活
動

「
守
れ
命
を
！
地
域
の
防
災
」
─
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
こ
と
が
重
要
。

そ
の
た
め
に
は
災
害
の
あ
り
よ
う
、
災
害
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
今
一
度
勉
強
し
、
町
、
災
害
、
人
を
知
り
、

そ
の
地
域
ご
と
の
対
策
を
考
え
て
、
備
え
を
す
る

こ
と
が
大
切
。

特
に
、
近
年
想
定
外
の
災
害
が
起
こ
る
な
か
、

行
政
だ
け
に
頼
ら
ず
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

2
．
多
発
す
る
大
災
害
と
そ
の
対
応

3
・
11
以
降
の
主
な
災
害
と
行
政
の
対
応
や
被

害
状
況
の
紹
介

避
難
勧
告
・
指
示
の
実
状
と
住
民
の
避
難
状
況

に
つ
い
て
主
な
災
害
と
併
せ
て
紹
介

3
．
災
害
か
ら
い
の
ち
を
守
る

リ
ー
ダ
ー
の
存
在
や
リ
ー
ダ
ー
の
確
保
、
情
報

伝
達
の
大
切
さ
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
大

切
さ
、
ま
た
特
に
女
性
視
点
で
の
防
災
の
重
要
性
、

車
に
お
け
る
被
災
の
確
率
の
高
さ
な
ど
を
紹
介

4
．
シ
ニ
ア
と
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

兵
庫
県
の
東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援
に
つ
い
て

現
状
と
体
制
、
ま
た
兵
庫
県
の
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
内
容
を
紹
介
。

5
．
今
後
の
あ
り
方
を
考
え
る

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
兵
庫
県
の
取
組
（
防

災
監
の
設
置
、
基
金
の
設
立
等
）、
次
な
る
大
災

害
に
備
え
て
「
伝
え
る
」、「
備
え
る
」、「
活
か
す
」

こ
と
の
重
要
性
、
ま
た
、
N
P
O
法
人
の
現
状
の

課
題
（
非
収
益
事
業
、
シ
ニ
ア
世
代
の
高
齢
化
）

な
ど
を
説
明
。

以
上
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
各

方
面
よ
り
異
な
っ
た
視
点
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。今

後
の
防
災
（
減
災
）
へ
の
取
組
、
自
助
の
大

切
さ
な
ど
を
考
え
る
う
え
で
大
変
参
考
と
な
る
講

演
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
に
お
け
る
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
例
報
告

14
：
40
〜
16
：
00

伊藤 道司 
NPO法人ひょうご地域防災サポート隊会長
1965年大阪工業大学土木工学科卒業後、兵庫
県に奉職。兵庫県土木部港湾課長、兵庫県企
業庁淡路建設局長、兵庫県土木部次長、兵庫
県企業庁地域整備局長を歴任。2001年4月か
ら2004年12月まで明石市助役。2006年1月に
NPO法人ひょうご地域防災サポート隊を設立
し、会長を務めている。


